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＜現在＞
令和６年度開通予定

＜⾒直し後＞
⼯程精査中

○⼀般国道１８０号岡⼭環状南道路（延⻑2.9km）は、現在、
改良・橋梁⼯事を鋭意進めているところです。

○しかし、当該地域は⼲拓地で軟弱地盤であることから、全線に
わたり軟弱地盤対策を⾏っていますが、地盤が⾮常に弱い箇所
があり、施⼯重機の沈下対策を⽬的とした追加の対策が必要に
なるなど、想定以上に時間を要している状況です。

○これまでに、軟弱地盤対策が必要な2.２kmのうち2.1kmの施⼯
が完了しておりますが、未だ⼯事⽤進⼊路として使⽤している
0.1 kmの区間が未着⼿であり、施⼯完了区間と同様に追加の対
策が⾒込まれるため、令和６年度開通予定としていた開通時期の
⾒直しが必要と判断したところです。

○⾒直し後の開通時期については、今後の地盤改良⼯事の進捗状況
を踏まえて⼯程を精査し、改めてお知らせします。
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